
日本に渡ってくる野鳥

写真・文／文化資料館自然資料整理グループ

※ 議会報告会の内容は、両日共通

◎
渡
っ
て
く
る
時
期
と
生
態

　

湘
南
地
域
に
は
、
多
く
の
種
類

の
野
鳥
が
渡
っ
て
き
ま
す
。

　

シ
ベ
リ
ア
な
ど
の
北
方
か
ら
渡

っ
て
く
る
野
鳥
は
冬
鳥
と
呼
ば

れ
、
ふ
る
さ
と
の
冬
の
厳
し
い
寒

さ
か
ら
逃
れ
て
暖
か
い
日
本
に
渡

っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
中
に
、タ
ゲ
リ
が
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
や
湿
地
な
ど
で
生
活
し
、

稲
刈
り
後
の
ヒ
コ
バ
エ（
稲
を
刈

っ
た
あ
と
に
出
る
新
芽
）に
つ
く

昆
虫
や
、
小
魚
、
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど

を
食
べ
ま
す
。

　

冬
の
間
、
日
本
で
暮
ら
し
た
野
鳥

た
ち
は
、
梅
が
咲
き
始
め
た
頃
に
ふ

る
さ
と
に
帰
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ツ
バ
メ
な
ど
、
春
か
ら
夏
に
南

か
ら
渡
っ
て
く
る
野
鳥
は
夏
鳥
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ツ
バ
メ
は
気

候
の
良
い
日
本
で
繁
殖
、
子
育
て

を
し
て
、
秋
に
は
南
に
帰
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
、
ム
ク

ド
リ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
な
ど
、
一
年
中

見
ら
れ
、
留

り
ゅ
う
ち
ょ
う
鳥
と
さ
れ
て
い
る
野

鳥
に
も
、
身
近
な
範
囲
で
移
動
す

る
行
動
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
渡
り
方
と
そ
の
理
由

　

野
鳥
は
、夜
行
性
の
ゴ
イ
サ
ギ
、

ヨ
タ
カ
、
フ
ク
ロ
ウ
な
ど
を
除
い

て
は
、
夜
は
あ
ま
り
活
動
し
ま
せ

ん
。
大
型
の
渡
り
鳥
は
昼
間
に
渡

り
ま
す
が
、
小
型
の
渡
り
鳥
の
多

く
は
外
敵
を
避
け
る
た
め
夜
に
渡

り
ま
す
。
渡
る
前
に
は
、
た
く
さ

ん
食
べ
て
脂
肪
を
蓄
え
、
長
距
離

移
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
ま
す
。

　

渡
り
鳥
は
太
陽
の
動
き
や
星
の

位
置
、
地
磁
気
、
地
形
な
ど
を
元

に
、
正
し
い
方
向
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
季
節

に
合
わ
せ
て
遠
く
へ
渡
り
、
同
じ

と
こ
ろ
に
戻
り
ま
す
。

　

渡
る
理
由
に
は
諸
説
が
あ
り
ま

す
が
、
エ
サ
を
確
保
し
、
よ
り
多

く
の
子
孫
を
残
す
条
件
を
求
め

て
、
渡
り
を
行
う
習
性
が
で
き
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
文
化
資
料
館
☎（
85
）1
7
3
3
】

タゲリ（冬鳥）

ヒドリガモの群れ(冬鳥) ヒヨドリの渡り(留鳥）

特別会計の決算

平成28年度決算の健全化判断比率等

一般会計の決算

内は構成比　（　）内は前年度比

市税　48.8%
市民税、固定資産税など

359億59万円（1.5%増）

国庫支出金　17.5%
国が特定の事務事業に対して交付するお金

128億3492万円（22.0%増）

県支出金　5.9%
県が特定の事務事業に対して交付するお金

43億4090万円（4.3%減）

各種交付金等　8.2%
国や県が徴収した税のうち市町村に配分されるお金

60億4356万円（12.0%減）

市債　8.1%
施設の整備や地方交付税の収支不足のときに国や銀行などから借りるお金

59億4050万円（15.2%減）

使用料および手数料　1.1%
市営住宅使用料、戸籍手数料など

7億8240万円（3.7%増）

繰入金　0.2%
基金から繰り入れるお金

1億5444万円（93.4%減）

繰越金　3.9%
昨年度から繰り越したお金

28億4954万円（18.4%減）

諸収入等　6.3%
さまざまな事業の実費負担や財産収入、寄付金など

46億2291万円（1.7%減）

議会費　0.6%
市議会の活動・運営のためのお金

4億1819万円（6.8%減）

総務費　12.0%
全般的な管理事務、徴税、戸籍、統計、選挙などのお金

84億7025万円（41.7%減）

民生費　45.3%
生活保護、児童手当などの福祉のためのお金

319億8658万円（7.0%増）

衛生費　12.8%
ごみ処理の経費や健康維持のためのお金

90億4492万円（20.9%増）

労働費　0.3%
雇用対策や勤労者の福利厚生のためのお金

2億2824万円（3.7%増）

農林水産業費　0.5%
農業・畜産業・漁業の振興のためのお金

3億5641万円（1.9%減）

商工費　2.2%
産業や観光の振興のためのお金

15億5619万円（9.9%減）

土木費　9.0%
道路や街路の整備・維持管理のためのお金

63億3059万円（5.5%増）

消防費　4.1%
消防活動のためのお金

29億1205万円（2.9%増）

教育費　7.3%
小・中学校教育、公民館、図書館などのお金

51億8775万円（3.8%増）

公債費　5.9%
借入金の返済のためのお金

41億9303万円（1.1%減）

災害復旧費　0.0%
災害からの復旧のために支出するお金

104万円（81.9%減）

歳出総額を平成28年度末の人口（24万1718人）で割った
市民1人当たりの歳出額は約29万2429円になります
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決 算
　平成28年度の一般会計歳入総額は約734.7億円、歳出総額は約706.9億
円で、歳入から歳出を差し引いた額は約27.8億円です。そのうち翌年度に使い
道が決まっているお金約1.3億円を差し引いた約26.5億円が黒字額となりました。

【財政課財政担当】

繰出金 59億7670万円 8.4%
一般会計が特別会計へ支払うお金
繰出金 59億7670万円 8.4%
一般会計が特別会計へ支払うお金

貸付金 18億895万円 2.6%
中小企業融資制度のためのお金など
貸付金 18億895万円 2.6%
中小企業融資制度のためのお金など

投資および出資金 1億8083万円 0.3%
公共下水道事業会計への出資金
投資および出資金 1億8083万円 0.3%
公共下水道事業会計への出資金

積立金 5419万円 0.1%
基金に積み立てるためのお金
積立金 5419万円 0.1%
基金に積み立てるためのお金

補助費等
71億1002万円 10.0%

公営企業会計への負担金や各種団体への補助金など
補助費等
71億1002万円 10.0%

公営企業会計への負担金や各種団体への補助金など

人件費 144億2037万円 20.4%
職員などに支払われる給料など
人件費 144億2037万円 20.4%
職員などに支払われる給料など

維持補修費 3億4607万円 0.5%
施設を修繕するためのお金
維持補修費 3億4607万円 0.5%
施設を修繕するためのお金

災害復旧費 104万円 0.0%
災害からの復旧のために支出するお金
災害復旧費 104万円 0.0%
災害からの復旧のために支出するお金

物件費 101億1312万円 14.3%
市の事務に必要な物品購入などのお金
物件費 101億1312万円 14.3%
市の事務に必要な物品購入などのお金

公債費 41億9303万円 5.9%
借入金返済のためのお金
公債費 41億9303万円 5.9%
借入金返済のためのお金

普通建設事業費 76億7727万円 10.9%
道路、学校などの施設整備のためのお金
普通建設事業費 76億7727万円 10.9%
道路、学校などの施設整備のためのお金

扶助費 188億365万円 26.6%
市民の生活を支援するための福祉的なお金
扶助費 188億365万円 26.6%
市民の生活を支援するための福祉的なお金

その他の経費
36.2% 投資的経費

10.9%
投資的経費

10.9%
投資的経費

10.9%
投資的経費

10.9%

義務的経費
52.9%

歳出の性質別グラフ

※ 市債とは、学校や道路などの整備のために、市が国や銀行などから借り
入れるお金です

※ 一般会計のうち臨時財政対策債とは、国が地方に交付するお金の不足分
を市が代わりに借り入れている市債です。市が借り入れした臨時財政対
策債の元金と利子の返済に対しては、国が地方交付税を措置することと
なっています

※ 市民1人当たりの市債現在高は、各年度末現在の住民基本台帳に登録さ
れている人口を基に算出しています
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市債の状況 　平成28年度末における市債現在
高は、下のグラフのとおりです。

市債は、将来の財政負担が大きくならないように計画的に借
り入れを行っています。

会計名
決算額

収支差引額 翌年度
繰越財源 実質収支額

収入 支出
国民健康保険事業 270億2338万円 263億6110万円 6億6228万円 0万円 6億6228万円

後期高齢者医療事業 30億6918万円 30億6164万円 754万円 0万円 754万円

介護保険事業 139億6215万円 135億2754万円 4億3461万円 83万円 4億3378万円

公共用地先行取得事業 3億2450万円 3億2440万円 10万円 10万円 0万円

公
営
企
業
会
計

公共下水道
事業

収益 53億7692万円 50億3303万円 ─ ─ ─

資本 28億4254万円 46億5360万円 ─ ─ ─

病院事業
収益 102億5175万円 113億174万円 ─ ─ ─

資本 4億3726万円 11億8235万円 ─ ─ ─

※1 早期健全化基準：自治体の自主的な改善努力を図るための「財政健全化計画」の策定が必要となる基準
※2 財政再生基準：国の関与による確実な再生を図るための「財政再生計画」の策定が必要となる基準

説　明 本市比率

ｰ

ｰ

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

黒字

黒字

0.4%

44.5%

11.44% 20%

16.44% 30%

25% 35%

350%

20%

財政規模に対する一般会計等
の赤字の割合
財政規模に対する全会計の赤
字の割合
財政規模に対する借入金返済
額等の割合
財政規模に対する将来支払わ
なければならない負債等の割合
公共下水道事業、病院事業の
事業規模に対する資金不足の
割合

健全段階 早期健全化基準 ※1 財政再生基準 ※2

茅

茅

茅

茅

茅
経営健全化基準不足

なし

　平成28年度決算に基づいて算定し
た本市の健全化判断比率と資金不足
比率は、いずれも国の定めた基準を下
回る「健全段階」でした。「健全化判断
比率等」とは、地方公共団体の決算に
基づいて出される、財政の健康状態を
示す指標です。平成19年6月に公布さ
れた「地方公共団体の財政の健全化に
関する法律」により、自治体は財政の
健全度を判断するための財政指標を毎
年度公表することになっています。

一般会計歳入  （前年度比2.8％減）

734億6976万円

歳 入
　市税が約5億円の増、国庫支出金が約23億円の増となったもの
の、繰入金の約22億円の減、市債の約11億円の減、各種交付金
等の約8億円の減などにより、歳入総額として、前年度に比べ約
21億円の減額となりました。

　特別会計は、特定の事業を行うため条例に基づき設置され、一般会計とは区別して
経理しています。

706億8524万円
一般会計歳出  （前年度比2.8％減）

　民生費の約21億円の増、衛生費の約16億円の増、土木費の約3
億円の増となったものの、総務費の約61億円の減などにより、歳
出総額として、前年度に比べ約20億円の減額となりました。

歳 出

（目的別）

※ 平成28年度決算の詳細は、11月1日㈬から市 HP や市役
所本庁舎市政情報コーナーでご覧いただけます

　本号で掲載する数値は、茅ヶ崎市監査委員による審査を受けています。

　審査に付された各会計歳入歳出決算書等は、法令に規定された様式に従って作成
されており、その計数は歳入簿、歳出簿その他の関係諸帳簿と符合し、正確なもの
と認めます（「平成28年度茅ヶ崎市決算審査意見書／茅ヶ崎市監査委員」）。

浜見平地区まちづくり計画（改訂素案）及び第２次浜見平地区まちづくり整備実施計画（素案）
　現行計画の策定から約9年が経過し、区域の約3分の1の施設整備が完了したため、今後の
具体的な整備内容を定める第2次浜見平地区まちづくり整備実施計画の素案および浜見平地
区まちづくり計画の改訂素案をとりまとめました。
期間　11月6日㈪～12月5日㈫
公表　2018年3月(予定)
応募　 郵送(〒253-8686茅ヶ崎市役所拠点整備課)、 (57)8377、資料配布場所、市 で
問合　拠点整備課浜見平地区まちづくり推進担当
茅ヶ崎市地域防災計画 地震災害対策計画、風水害対策計画、特殊災害対策計画（素案）
　近年発生した地震災害や風水害を契機として行われた関係法令の改正などを踏まえ、防災
対策を一層推進するために素案をとりまとめました。
期間　11月6日㈪～12月5日㈫
公表　2018年2月(予定)
応募　 郵送(〒253-8686茅ヶ崎市役所防災対策課)、 (82)1540、資料配布場所、市 で
問合　防災対策課政策担当

〈資料配布〉市役所担当課、市内公共施設、市
〈意見の取り扱い〉個別の回答や意見内容以外の個人情報の公表はいたしません

日程 11月11日（土） 11月17日（金）
時間 10時30分～12時 14時～15時30分
場所 市役所本庁舎市議会全員協議会室Ａ

担当 環境厚生
常任委員会

都市建設
常任委員会

総務
常任委員会

教育経済
常任委員会

内容 決算特別委員会での審査内容の報告および質疑

議会見学会も同日開催～開かれた議会を目指して
議会報告会・意見交換会開催 パブリックコメントを実施

　議会報告会では、市議会第3回定例会（9月）での決算審査の内容
を報告します。議会報告会と合わせて、「議会に関すること」の意見
交換会も予定しています。
　また、議会報告会・意見交換会の前に市制施行70周記念企画とし
て市議会議員が議場案内・説明を行う「議場見学会」を開催します。
11日㈯は9時50分から、17日㈮は13時20分からとなります。ぜひご
参加ください。 【議会事務局】

みなさんのご意見を
　お寄せください

広報番組 ハーモニアスちがさき(ケーブルテレビ11ch)11月の放送は、 4日㈯～「看護師の1日」／11日㈯～「ハーモニアスアンコール」／18日㈯～「ハーモニアスニュース」
／25日㈯～「味わいちがさき旬な情報」※番組内容は予告なく変更することがあります

市ホームページから市長へ直接メールを送ることができます
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